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〈
前
回
の
ポ
イ
ン
ト
〉

●
生
体
内
で
作
ら
れ
る
Ｎ
Ｏ
に
は
構
成
型

Ｎ
Ｏ
合
成
酵
素
（
ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
）
と
誘
導
型

Ｎ
Ｏ
合
成
酵
素
（
ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
）
由
来
の
２

種
類
が
あ
り
、
生
体
内
で
重
要
な
働
き
を

す
る
と
と
も
に
、
過
剰
に
作
ら
れ
た
場
合

に
は
病
的
な
状
態
を
引
き
起
こ
す
と
い
う

二
面
性
が
あ
る
。

●
ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
由
来
の
Ｎ
Ｏ
に
は
、
瞬
時
の

循
環
調
節
作
用
と
持
続
的
な
抗
動
脈
硬
化

作
用
が
あ
り
、
生
体
機
能
を
循
環
面
か
ら

正
常
に
維
持
す
る
た
め
に
は
必
須
の
物
質

で
あ
る
。

●
Ｎ
Ｏ
の
治
療
へ
の
応
用
に
つ
い
て
は
、

大
量
の
Ｎ
Ｏ
が
作
ら
れ
る
こ
と
で
生
体
障

害
作
用
を
も
た
ら
す
ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
活
性
の
選

択
的
阻
害
薬
と
、
ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
由
来
の
Ｎ
Ｏ

機
能
の
低
下
を
改
善
す
る
薬
剤
が
考
え
ら

れ
る
。

対
象
と
な
る
の
は
、
肺
高
血
圧
を
伴
っ

た
重
症
呼
吸
不
全
で
、
先
天
性
心
疾
患
や

そ
の
手
術
後
の
異
常
肺
高
血
圧
、
慢
性
呼

吸
器
障
害
の
急
性
憎
悪
そ
の
ほ
か
に
用
い

ら
れ
る
が
、
特
に
新
生
児
の
新
生
児
遷
延

性
肺
高
血
圧
症
（
Ｐ
Ｐ
Ｈ
Ｎ
）
に
も
っ
と

も
適
し
た
治
療
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

も
と
も
と
胎
児
は
肺
の
血
管
の
抵
抗
が

高
く
、
肺
高
血
圧
の
状
態
に
あ
る
。
胎
児

は
子
宮
内
で
は
胎
盤
か
ら
酸
素
供
給
を
受

け
て
い
る
の
で
、
肺
の
血
管
に
必
要
以
上

に
血
液
が
流
れ
な
い
よ
う
に
生
理
的
に
肺

高
血
圧
（
肺
血
管
抵
抗
の
高
い
状
態
）
に

保
た
れ
て
い
る
。
出
生
後
は
肺
に
よ
る
呼

吸
が
始
ま
る
の
で
正
常
で
は
急
速
に
肺
血

管
抵
抗
が
下
が
り
、
肺
の
血
流
が
増
加
す
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重
症
呼
吸
不
全
へ
の
Ｎ
Ｏ
吸
入
療
法

Ｎ
Ｏ
（
一
酸
化
窒
素
）
吸
入
療
法
は
、
薬
物
治
療
や
呼
吸
管
理
な
ど
の
従
来
の

治
療
法
で
は
救
命
で
き
な
い
重
症
呼
吸
不
全
に
対
し
て
劇
的
な
効
果
を
示
す
新
し

い
治
療
法
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
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'シリーズ　一酸化窒素

新生児の
一酸化窒素（ＮＯ）

吸入治療

は
じ
め
に

前
回
は
、
Ｎ
Ｏ
が
生
体
内
で
も
た
ら
す
さ
ま
ざ
ま
な
作
用
と
、
Ｎ
Ｏ

の
治
療
へ
の
応
用
に
関
す
る
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

今
回
は
、
新
生
児
医
療
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｏ
吸
入
療
法
に

つ
い
て
、
症
例
を
交
え
て
紹
介
す
る
。
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一酸化窒素（ＮＯ）の治療への応用

NO吸入回路模式図と適用例



る
の
で
あ
る
が
、
新
生
児
の
呼
吸
障
害
を

き
た
す
疾
患
で
あ
る
胎
便
吸
引
症
候
群

（
Ｍ
Ａ
Ｓ
）、
新
生
児
仮
死
、
横
隔
膜
ヘ
ル

ニ
ア
、
先
天
性
心
疾
患
、
感
染
症
な
ど
で

は
、
こ
の
生
理
的
な
肺
高
血
圧
の
改
善
が

阻
害
さ
れ
る
た
め
に
肺
高
血
圧
状
態
が
持

続
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
が
新
生
児
遷

延
性
肺
高
血
圧
症
と
よ
ば
れ
る
重
篤
な
呼

吸
・
酸
素
化
障
害
を
き
た
す
病
態
で
あ

る
。肺

血
管
抵
抗
を
下
げ
る
作
用
を
も
つ
重

要
な
物
質
で
あ
る
Ｎ
Ｏ
の
産
生
や
放
出
が

低
下
し
た
り
、
平
滑
筋
細
胞
へ
の
到
達
が

阻
害
さ
れ
た
り
、
平
滑
筋
細
胞
で
の
活
性

が
阻
害
さ
れ
た
り
す
る
と
、
肺
の
血
管
抵

抗
が
上
昇
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

そ
こ
で
、
Ｎ
Ｏ
を
人
工
呼
吸
器
に
よ
っ
て

気
道
か
ら
肺
の
中
に
投
与
し
て
、
肺
血
管

（
主
と
し
て
肺
動
脈
）
を
拡
張
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
肺
血
管
抵
抗
を
低
下
さ
せ
、
Ｎ

Ｏ
効
果
の
減
弱
に
よ
っ
て
起
こ
る
肺
高
血

圧
症
を
治
療
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。吸

入
さ
れ
た
Ｎ
Ｏ
は
肺
胞
や
気
管
支
か

ら
血
流
に
入
っ
た
後
、
赤
血
球
の
ヘ
モ
グ

ロ
ビ
ン
に
直
ち
に
吸
着
さ
れ
て
活
性
を
失

う
。
肺
循
環
で
作
用
を
も
た
ら
し
た
後
直

ち
に
代
謝
さ
れ
る
た
め
、
体
循
環
に
は
ほ

と
ん
ど
影
響
が
な
く
全
身
血
圧
の
低
下
な

ど
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
な
い
た
め
、
肺

血
管
の
選
択
的
拡
張
療
法
と
し
て
用
い
る

こ
と
が
で
き
る
。

新
生
児
遷
延
性
肺
高
血
圧
症
で
は
肺
血

管
の
収
縮
が
正
に
中
心
病
態
で
あ
り
、
直

接
そ
の
点
に
強
力
に
作
用
し
、
し
か
も
全

身
に
ほ
と
ん
ど
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
の
な

い
Ｎ
Ｏ
の
吸
入
療
法
は
極
め
て
よ
い
適
応

で
あ
る
。
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[

症
例
１]

在
胎
40
週
６
日
で
自
然
分
娩
に
て
院
内
で

出
生
。
生
後
８
時
間
頃
か
ら
多
呼
吸
、
四

肢
お
よ
び
口
唇
の
チ
ア
ノ
ー
ゼ
が
出
現
、

胸
部
Ｘ
線
に
て
粗
粒
状
陰
影
が
み
ら
れ
、

胎
便
吸
引
症
候
群
と
診
断
さ
れ
た
。
呼
吸

状
態
は
徐
々
に
悪
化
し
、
高
濃
度
酸
素
投

与
で
も
改
善
が
み
ら
れ
ず
人
工
呼
吸
管
理

と
な
り
、
右
気
胸
の
併
発
、
血
性
気
道
分

泌
物
の
出
現
な
ど
、
症
状
の
悪
化
を
認
め

た
。
心
電
図
、
心
エ
コ
ー
検
査
で
著
明
な

右
室
肥
大
、
三
尖
弁
逆
流
を
認
め
、
明
ら

か
な
肺
高
血
圧
が
み
ら
れ
た
た
め
新
生
児

遷
延
性
肺
高
血
圧
症
と
診
断
、
従
来
の
治

療
法
に
反
応
し
な
い
た
め
、
生
後
41
時
間

よ
り
Ｎ
Ｏ
吸
入
療
法
を
開
始
し
た
（
Ｎ
Ｏ

濃
度
は
10ppm

、
酸
素
濃
度
１
０
０
％
）。

30
分
後
に
は
血
液
酸
素
飽
和
度
、
血
液
酸

素
分
圧
の
著
明
な
改
善
が
認
め
ら
れ
、
そ

の
後
Ｎ
Ｏ
濃
度
、
酸
素
濃
度
を
漸
減
、
66

時
間
で
Ｎ
Ｏ
吸
入
療
法
か
ら
離
脱
、
呼
吸

管
理
は
５
日
間
で
あ
っ
た
。

[

症
例
２]

在
胎
40
週
６
日
で
某
産
院
で
自
然
分
娩
に

て
出
生
。
生
後
２
時
間
頃
か
ら
チ
ア
ノ
ー

ゼ
、
陥
凹
呼
吸
が
出
現
し
、
酸
素
投
与
に

も
効
果
が
乏
し
い
た
め
済
生
会
滋
賀
県
病

院
に
搬
送
さ
れ
た
。
心
エ
コ
ー
検
査
で
Ｐ

Ｄ
Ａ
（
Ｒ→

Ｌ
シ
ャ
ン
ト
）
と
肺
高
血
圧

を
認
め
、
新
生
児
遷
延
性
肺
高
血
圧
症
と

診
断
さ
れ
た
。
Ｐ
Ｇ
Ｅ
１
と
亜
硝
酸
剤
の

持
続
点
滴
静
注
が
行
わ
れ
た
が
効
果
な

く
、
翌
日
Ｎ
Ｏ
吸
入
療
法
の
目
的
で
当
科

へ
搬
送
さ
れ
た
。
入
院
時
、
人
工
呼
吸
管

理
に
も
か
か
わ
ら
ず
血
液
酸
素
飽
和
度
の

低
下
（
上
肢
89
％
、
下
肢
85
％
）
と
血
液

酸
素
分
圧
の
低
下
が
み
ら
れ
、
生
後
30
時

間
よ
り
Ｎ
Ｏ
吸
入
療
法
を
開
始
（
Ｎ
Ｏ
濃

度
は
10p

p
m

、
酸
素
濃
度
１
０
０
％
）、

１
時
間
後
に
は
酸
素
化
の
著
明
な
改
善
を

認
め
た
。
Ｎ
Ｏ
吸
入
療
法
は
34
時
間
で
、

呼
吸
管
理
は
５
日
間
で
あ
っ
た
。

新
生
児
遷
延
性
肺
高
血
圧
症
に
対
す
る

効
果
的
治
療
法
で
あ
る
Ｎ
Ｏ
吸
入
療
法

が
、
上
記
多
施
設
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
っ
て
広
く
実
施
さ
れ
、
そ
の
安
全
性
と

顕
著
な
臨
床
効
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
環
境
汚
染
問
題
へ
の
対
応
な
ど
も

含
め
て
、
経
験
症
例
を
重
ね
な
が
ら
よ
り

安
全
、
効
果
的
な
治
療
管
理
を
考
察
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

本
学
の
取
り
組
み

滋
賀
医
科
大
学
小
児
科
で
は
、
倫
理
委
員
会
の
承
認
を
得
て
平
成
７
年
よ
り
Ｐ

Ｐ
Ｈ
Ｎ
／
Ｎ
Ｏ
研
究
会
（
旧
・
新
生
児
Ｎ
Ｏ
吸
入
療
法
研
究
会
）
の
多
施
設
共
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
、
Ｎ
Ｏ
吸
入
療
法
の
薬
事
承
認
に
向
け
て
の
臨
床
開

発
を
行
っ
て
き
た
。
新
生
児
遷
延
性
肺
高
血
圧
症
を
き
た
し
た
症
例
で
、
Ｎ
Ｏ
吸

入
療
法
に
よ
っ
て
著
明
な
効
果
が
得
ら
れ
た
２
例
を
以
下
に
紹
介
す
る
。
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NO吸入療法による病態の改善

適応疾患�

肺高血圧を伴った重症呼吸不全�
呼吸障害の原因疾患�

低酸素血症�

肺血管抵抗↑�

肺血流量↓�
新生児遷延性肺高血圧症�
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胎便吸引症候群（MAS）�
新生児仮死�
横隔膜ヘルニア�
心疾患�

●新生児遷延性肺高血圧症（PPHN）�

●先天性心疾患及びその術後の異常肺高血圧�

●酸素化障害を伴った慢性呼吸障害の急性増悪�

NO吸入療法�
による病態の改善�


